
令和7年度助成事業の実施状況について（ＮＰＯ法人　えがおさんさん） 資料２－１

団体名 事業名 事業概要 実施状況及び今後の予定

ＮＰＯ法人
えがおさんさん

・休日お預かりデイ活動
　（数回の事前打ち合わせと準備を実施）
　実施日：7月16日（土）　参加数：11名（うち、きょうだい児3名）
　会場：パスシステム東京
　実施内容：学生さん企画の工作つくり、みんなで昼食(カレー・サラダ)、歌のお姉さんとピアニス
トさんの演奏の鑑賞、集合写真を撮影して終了（天候によりプール中止）

　実施日：8月16日（土）　参加数：8名（うち、きょうだい児3名）
　会場：パスシステム東京
　実施内容：学生さん企画の工作つくり、当事者サポーターとパンづくり、みんなで昼食(ハンバー
グシチュー・サラダ)、サニーフラワーダンス、集合写真を撮影して終了（天候によりプール中止）

※12/20，3/14　開催予定

①　事業の対象者
難病、医療的ケア、知的障害、発達障害のある児者ときょうだ
い児

②　事業目的
どんな障害、状態の子も楽しく参加できる日中活動を開催し、
障害児もきょうだい児もオンリーワンを楽しんでもらいたい。
併せて参加者の交流の機会を設けるとともに、ご家族にも安心
して自分の時間をとってもらいたい。

③　活動内容
様々な障害のある児者ときょうだいを10時～15時で預かり、音
楽演奏、お菓子・パンづくり、工作、ダンスなどを楽しむ。

休日お預かりデイ活動
（助成回数：1回目、
助成金額：500,000円）
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■参加者の声（一部抜粋）

・いつも楽しみに待っています。子どもが楽しみながら参加でき、私自身

の時間が取れる貴重な時間です。スタッフやボランティアの学生さんが

細かく気を配って頂いて、子どもも楽しく過ごせたようです。また来年も楽

しみにしています。

・安心安全な環境で、大好きな学生さん方々に囲まれて、ただただ楽しく

幸せそうでした。素晴らしい音楽を身近に触れながら、音楽家さんの華

やかなお衣装にも心躍ったようです。保護者としては、何も心配せずに

お預けできる、大変貴重な時間であります。

・学生さんと夏らしい工作を楽しんできたようで、帰宅してリビングに作品

をかざると満足そうな表情を見せていました、きっと楽しい時間を過ごし

▲歌とピアノの演奏を聴く参加者 ▲みんなでパンづくり



令和7年度助成事業の実施状況について（ＮＰＯ法人　日本国際親善協会） 資料２－２

団体名 事業名 事業概要 実施状況及び今後の予定

ＮＰＯ法人
日本国際親善協

会

・こころのうた〜Song of the Heartプロジェクト
　①国際交流会
　実施日：9月20日（土）　参加数：47名（8か国）（予定数：50名）
　会場：新宿区立大久保地域センター多目的ホール
　内容：第１部（前半）で日本の文化（書道・茶道・折り紙・けん玉）を体験した。
　　　　第２部（後半）で一部の参加者が各国の「心の歌」「ふるさとの歌」を披露し、
　　　　日本の「ふるさとの歌」をプロの歌手と共に全員で歌唱した。
　周知：区SNS、区直営掲示板掲載、各施設チラシ配布
　費用：無料

　②歌のフェスティバル（開催予定）
　実施日：2月7日（土）　参加予定数：200名
　会場：新宿区立牛込箪笥区民ホール
　内容：事前審査に通過した出演者が歌を披露するほか、
　　　　観客を含めた全員で歌唱できる時間を、交流の機会を設ける。
　周知：区SNS、区直営掲示板掲載、各施設チラシ配布予定
　費用：出演者は1,000円、観客は無料

①　事業の対象者
区内在住の外国人・日本人

②　事業目的
日本在住の外国人が世界各国の代表的な「心の歌」「ふるさと
の歌」をテーマに歌唱し、文化交流を深めることを目的とす
る。

③　活動内容
①子供からお年寄りまで、さまざまな世代の新宿区在住の外国
人との相互理解を促進するため、小規模な歌の交流会を開催す
る。
②事前に楽曲募集を行い、審査を通過した方が出演する「心の
歌」「ふるさとの歌」についてのフェスティバルを新宿文化
ホールで開催する。審査を通過しなかった方もフェスティバル
に招待し、歌を通じた定期的な交流の機会を設け、継続的なつ
ながりを持つ。

こころのうた
〜Song of the Heart

プロジェクト
（助成回数：1回目、

助成金額：324,000円）
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▲日本文化を楽しむ参加者 ▲全員でふるさとの歌を歌唱

■アンケート結果

大変満足：５５％

満足：３６％

よい：９％



令和7年度助成事業の実施状況について（ＮＰＯ法人　みんなのことば） 資料２－３

団体名 事業名 事業概要 実施状況及び今後の予定

ＮＰＯ法人
みんなのことば

・体験型クラシック音楽プログラム「親子で楽しむクラシックみんなのコンサートin新宿」
　実施日：10月4日（土）　参加数：155名（大人：89名、子ども：66名）
　会場：新宿ＮＰＯ協働推進センター
　周知：区SNS、区直営掲示板掲載、各施設チラシ配布
　費用：親子ペア1,000円

　※2/28（土）　2回目を実施予定

＜団体の感想＞
・参加者の満足度および次回以降の参加希望割合が大変高く、継続開催の意義があるものと思われ
る。
・新宿区民の参加率は65%と高く、区民向け先行受付開始などの効果があったものと思われる。
・イベント情報の入手方法として、チラシ・ポスターをあげた参加者が最も多く、区役所や区施設の
配架、町内掲示板などに掲示したことの効果があった。また、チラシは小学校低学年に 1,129部、幼
保 1,754部を配布したが、配布割合とは異なり未就学児の参加割合が多く、この世代の子育て層の
ニーズが高いことも確認できた。
・アンケートにて、子ども同伴でのクラシックコンサート経験が多くないことと、「子ども連れでの
参加が可能」が参加の決め手にしている回答が多いことから、親子向けコンサートイベントのニーズ
の高さを感じる。

①　事業の対象者
区内在住・在勤の親子　各150名

②　事業目的
感性の80％が育つ0～6歳の未就学児にスポットをあて、プロの
音楽家による“豊かな感性と表現”を育てる参加型クラシック
プログラムを実施することで、子どもたちの心を育てる“本物
の体験”の機会をつくり、子ども自身のみならず、事業に関わ
る人々の地域への愛着を育てることを目的とする。

③　活動内容
”聴く・歌う・みんなで演奏する”参加型の親子コンサートを
年２回開催する。

体験型クラシック音楽
プログラム

「親子で楽しむクラ
シック

みんなのコンサート
in新宿」

（助成回数：1回目、
助成金額：364,000円）
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▲プロの音楽家による演奏の様子 ▲多くの方が参加されました

■参加者の声（一部抜粋）

・子どもと一緒に親も楽しめるコンサートでした。

・未来の子供たちに、音楽の楽しさを体験させる事は、とても意味深い、

尊いことだと思います。

・また是非新宿で開催してください。

・子供に本物の音をきかせることができてうれしい。子供（１歳１ヵ月）もノ

リノリできいていました。

・0歳でいけるコンサートがなかったので、ありがたかったです。

・12:00に終わるとお昼ごはん、お昼寝があり、早めにスタートしていただ

けると助かります。

・もっともっと子供が好きな曲があれば最高です！！また参加したい。大

人も楽しかったです。大人は子どもの笑顔を見に来ているので、そこを

重視してほしいです！



令和7年度助成事業の実施状況について（ＮＰＯ法人　臨床検査支援協会） 資料２－４

団体名 事業名 事業概要 実施状況及び今後の予定

ＮＰＯ法人
臨床検査支援協

会

・新宿区民を対象とした健康体験コーナーと健康セミナー
　実施日：11月16日（日）　参加目標数：50名
　会場：柏木地域センター（「新宿かしわまつり」へ出展）
　周知：11月5日号広報しんじゅく掲載、SNS、区直営掲示板掲載
　検査項目：骨密度、肌年齢、脳年齢、野菜摂取度測定、AGEs（老化の原因物質）検査
　費用：５００円

　※現在開催に向けて準備継続中

①　事業の対象者
大人から子どもまで

②　事業目的
健康体験フェア（簡易検査）をとおして、区民の皆さんにご自
身の健康状態に興味を持ってもらい、今後の健診受診率向上に
繋げ、結果的に健康長寿社会実現にも繋がることを目的とした
事業。

③　活動内容
健康体験フェアと健康セミナーを地域センターで開催予定

新宿区民を対象とした
健康体験フェアと健康

セミナー
（助成回数：2回目、
助成金額：186,000円）
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令和7年度助成事業の実施状況について（ＮＰＯ法人　SAYi） 資料２－５

団体名 事業名 事業概要 実施状況及び今後の予定

ＮＰＯ法人
SAYi

・性について語る対話会（対面）
　実施日：①6月24日　参加数： 9名
　　　　　②7月29日　参加数：12名
　　　　　③8月26日　参加数：12名
　　　　　④9月30日　参加数：13名
　会場：　区内レンタルスペース
　実施内容：パートナー間の性、セックスレス、性教育、フェムテックなどについて少人数でのグ
ループ対話を行う。

・性の悩みを語るZOOM会
　実施日：①6月18日　参加数：13名
　　　　　②6月24日　参加数：15名
　　　　　③8月20日　参加数：18名
　　　　　④9月25日　参加数：20名
　会場：　ZOOM
　実施内容：パートナー間の性、セックスレス、性教育、フェムテックなどについてオンラインでの
グループ対話を行う。

・性の悩みに関する個別相談会
　実施日：①8月　参加数：3名
　　　　　②9月　参加数：4名
　会場：　区内カフェ等
　実施内容：対面・ZOOM会では話しづらい、または大人数の場での発言にためらいがある方に向けて
個別相談の機会を提供する。内容はより深い個人的な相談内容に対応する。

＜団体の感想＞
・対面会
参加者の背景や目的は多岐にわたることから、イベントの雰囲気やテーマに対するニーズも大きく異
なる傾向があった。今後は事前アンケートやテーマの設定などを実施し、より話したいテーマを深堀
できる価値のある会を設定する。また、参加時間帯の希望にもばらつきがあるため、複数パターンで
の開催も検討し、多様な属性（性別・職業・年代）の参加者が参加をしやすい機会を与えられる環境
作りを目指す。

・ZOOM会
対面形式よりも心理的・物理的ハードルが低く、幅広い層にとって参加しやすい手段として定着して
いる。一方、参加人数が多くなりすぎることで、発言の機会が限られる傾向も見受けられるため、今
後は少人数制の「部屋わけ」やトピック別グループ分け等の導入を検討し、より多くの参加者が発言
できる環境の整備が課題である。

・個別相談会
性や人間関係にまつわる繊細な悩みを抱える方にとって、個別形式は非常に相性が良いと実感した。
今後は、月に10名程度の相談希望者を安定的に受け入れられるよう、広報や導線整備をさらに強化す
る。助成期間を通じてブラッシュアップを重ね、将来的には当法人の中核を担う事業の一つとして、
継続的に展開したい。

①　事業の対象者
幅広い年齢層の区民等

②　事業目的
性やジェンダーに関する悩みや不安を、安心して語れる社会を
つくることを目的とする。

③　活動内容
新宿区内にて、月1回以上の対面交流会（レンタルスペー
ス）、Zoom交流会、さらに個別相談（新宿区内カフェ等）を実
施。交流会では性やジェンダーに関するテーマごとの少人数対
話を実施し、個別相談では専門カウンセラーが1対1で対応す
る。

性について語り合える
場づくりプロジェクト
～SAYi in 新宿～

（助成回数：1回目、
助成金額：294,000円）
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令和7年度助成事業の実施状況について（ＮＰＯ法人　SAYi） 資料２－５

■参加者の声（一部抜粋）

＜グループ対話＞

・なかなか話せないことを話せた

・こんなに真面目に性の話ができたのは初めてだった

・新たな視点に触れられた

・他者の価値観を知る良い機会になった

＜個別相談会＞

・グループでは話しにくい内容も安心して話せた

・誰にも言えなかったことをやっと話せた

▲対話を行う参加者の様子


